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【手続補正書】
【提出日】平成25年11月1日(2013.11.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも２つの物品を互いに結合する方法であって、
　少なくとも１．３ｍｍの厚さを有するキャビティを有する鋳型を形成する工程であって
、当該鋳型が少なくとも部分的に前記物品から形成されている工程と、
　前記鋳型内に硬化性組成物を堆積させる工程であって、当該硬化性組成物が（ａ）モノ
マー、（ｂ）タングステン、モリブデン、又は両方を含む触媒前駆体、及び、（ｃ）触媒
活性剤を含む工程と、
　前記硬化性組成物をメタセシス重合により重合させて、前記２つの物品を互いに結合す
る成形ポリマージョイントを形成する工程であって、前記２つの物品のそれぞれが、ポリ
オレフィン又はエラストマーから選択される熱可塑性体を含む工程と、
を含む、方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法に従って作製された組立体。
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